
長崎大学水産学部研究報告 第801bl-(】999)

東シナ海中部海域における CPUE と漁獲物組成q)変動について
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久野 俊行 森井 康宏

ChangesofCPUE andComposlt10nOfCatchlnthemlddleEastCblnaSea
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calchperun]teLfoTt(C㌣UE)andtheChangeoEtheでalchspecleSTheEollowlngresultswereobtamed

AttheareaA(32'05N.)25●55E)andI】(32●05′〟.126●25E),theCPUEdecreasedrap)dLy,butSlowlyatthe

areaC(32105′N.126'55E)lllWlnterOtheTWtSe.1nSpnngtlleCPUEofallthreeaTea白deereasedslow一y
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euthssL'sh(T71CJIJunLS)aLmu7LS)andcroakers(LDrfmlEJzEhガJbLyQCt'S)

東シナ海はLtL-界有数の資源豊かなW漁場と言われている.

この海域は広-̂な大陸棚と*陸捕斜Adflで形成されており.西

吾郎ま腐子江.哉河等の大河から盤首な栄菜梅坪が批れ込み

東部は200m等深掛 こ沿って二製糊分経が耽れている[)｡この

ような好環境に窓まれた同海域には多種多様の海洋生物が棲

息し.ll本をはじめ中臥 韓国及び台帝の周辺諸国が政曳き

網.旋網,刺し網,延縄及び7ソコ網等多岐にわたる漁法で

漁業を行っている｡しかし.El本では1970年代より水掛ナjt

の接少から漁業資源の減少が危供され始めた｡同海域で行わ

れている漁業のうち東経128度30分以西海域を主漁場とする

Jf曳き網漁業によるr3本の水掛ヂ且は減少性向にある｡この

要凶としては国際規制により日本漁船に対する許可水域の縮

小と漁業や瀕の減少を危供して行った自主規制2)による出漁

隻数の減少笹が挙げられる.]990雅代になり,日本の敵船数

が減少したにもかかわらず氏曳き嗣漁船 1ケ銃当たりの水揚

げ丑の減少は続き.併せて燃料費 安打費 人件戦の福決と

社会環境の変化による人見不足等で漁業掻雷は低迷を続けて

いるI2)｡

長崎大学棟習船長崎九が漁菜実習を行っている東シナI毎中

部海域は,1920年代に2捜曳き鍵船底曳き網漁兼が同海域で

行われ始めてから好漁籾として利用され L980年代までは日

本と斡Eilの底曳き榊漁掛十数ケ枕が棟梁していた｡しかし,

1990年代に入り.以前は東経125度以西を主な操業海域とし

ていた巾Eia漁船の中部,兼部海域への進ttlか目覚しく,近年

では日本及び韓国漁船に代って多故の中国漁船が拙策してい

る｡著名ら11.長年東シナ海で操業炎轡を行っているが,漁

獲且の減少が明らかに感じられるようになり,賀派状態の把

捉が切実fJ:ものになってきた｡そこで.東シナ海中部海域に

おける資源状態の変遷を把捉するためFこ.1989年から1997年

までの9勺-r.,】に渡り,長崎九を利用して同海域で漁遷された

魚種の漁獲盃土計測と仏体測定詞兼及び水温 塩分観dg)を行

った｡ここでは,曳網jii位時RLll当たり漁集JtQ)経年変化と漁

集さtrLた魚輔の変化について報告する｡

EIlt｢L)I_

本研究の笥糾 ま農林水産省より許可を受けた海域 (FL富1)

において長崎九のトロ-ル操業で収集した｡粥兼海域は水深.

A:煎及び過去の棟梁実横を基に農耕軌区の287区､277区及U

267区とし,各軌区のiI査海域をそれぞれA,B及びCとし

た.各調査海域の位世はAが32'-05N 125'-55-E,追
が32'-05N 126●125'E.CJう､32●-O5'N.126■-55E
の各地点を中山こ半径6-7海里 (約12km)とした｡各謁

査海域の水深及び庶1割ま,A海域が約85mで軟泥､B海域が

約】00mで砂と泥,C海城が約115mで砂と報告n されてお

り,矢田他り及び調査中の測深とトロール網のグラントに

付着する泥による水深と皮質の変化は見られなかった｡

架料o)採集はN一Ⅱ型トロIJL'桐 (袖網長引 48m.日合

い300mm.袋網全長422rn,日合い120-78mm,コツド日

合い62mm)を使用した｡曳網時の抽網間隔は抽網間隔計 (ス

キャンマー社製)で計卸した柾果約20mであった.また,柄

口の高さはネットレコーダ (カイジョ'')製)で計汲lL約95

mであった｡開口面掛士約200m】で曳粥速力は25-35k【(対

木速力)であった｡

飼養は3月及び4月のJ#孝とLl月及び12月の冬季に実施し

た｡採集した漁凄物は魚磯別に恵那 f'柵を行い,曳網時間で

除した曳網中位時rrll当たり漁獲且をfi源A指政 (CPUE)と

して用いた｡また,各海域における季節別q)漁獲物組成に
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ついても検討した.al蚊は.同筆節に漁JIされた全魚Aの

CPUEl=対すろ各魚徒のCPUEの割合を用いた.

なお,魚種名は架シナ海 双海魚名械XiJに従った.同

海域で汎康され1.:約80触横のうち.捻漁凄且の90%を占める

25也を Appendlxlに示した｡この他柾の同'jjiの捉uFはク･7-

ウオのようにFf接海域に7属8雀か51ホする6)ものもある

ことから.一浪に有川触練として触手行場にPl】枕として木地け

される抱囲とした.

括 果

1 各海域における季節別CPtJEの経年変化

A,B及びC軸蛾におけるS節BIJCPUEの最'IF一変化を

FL盲2に示した.梁料の欠けているところは.海況等のalrtY
に上りiqj左を'RJiできなかったためである.

A海妓0)冬季 CPUEは昆年的に耗少していた.とりわけ

柑95年以Faの強少は書しく.L995年で20kg/h,1997年でⅠ9

kg/hと.長もCPUEの砧かったL989年の158kg/hと比較
すると14-12%にまで減少した｡育筆の CPUEは1996if:0)
9kg/hを除いてはとんと秩坤的な変化は見られず.約30

kg/hで併はい状潜であった.冬季と比較すると.甘草の

cPUEは1994年まで冬季q)CPUEの30%,t･井と旺かった

が.1995-1997年で再17Hlはは同じ低を示した.

B海域の冬季のCPUElまAi反攻と同様に強,y横内を示し.

1989年Q)199kg/r)から2年で約56-65%の割合で耗少した.

きちに1997年には4Ikg/hと1989年の杓25%となった｡

昏判 こおいては.1989 1990年Ii5仙g/h以上の CPUE

を示した.しかし,1991年以Flは CPUEがは少し.50kg/h

未決となった.1=たし,t991-1997年の CPUEについては,

旨千の増派はあるが特に変化快向は見られTJ:かった｡

C海域の冬季の CPUEも.】990IILが鼠もrtTい】37kg/hで

あったが.L99ト 1994年で約80kg/h.】995-1997年で約50

k耳/hと耗少し.A B海域と何様の性向を示した｡ただし.

CPUEli他の轟J&上りも拓く,強少串も低か.'た｡

背斜 こおける CPUEは,1993年に16kg爪 と長氏也を示
したが.L990年に90kg/h,1992年の98kg/hと.他の海bEと

比較すると番手としては高い他を示した｡その後Q)1995-

19973F-1ま,CPUEが約50kg化 でほは拭はいであった｡

2 各海ttにおける漁建物Ja戚の蛙年変化

各年Flこ試い対合を示したqL4の対合変化を Flg3-5

に示した.FIE30)上剛iA海Jtにおける冬季のキグチ

(山nmIEAlhyJPoL)OELIS) タチウオ (TrlChJWnSJOPQNl

舶 ) ガザミ (月〉〝〝wwlnbbe′fyhTLus) ハモ (〟〝ne7Te-

soICZMrCAS) ホソ二へ (141(CJILJlyS抑 Zlly) マナガツオ
LthlnbILSWge〃IeIJS)及U7カソクビラメ (Cy〃ogloSSE'SJqy
nell)の変動S･'T=した｡全納#CPUEの古い､】989年から

1993年まではキグチが46-67%と大半を占め.次いでクチウ

オの】2､21%であった.1995句:以応はキグチの漁BEの低下に

伴って他魚島の31台が高くなり.1995年にはハモが36,6 ア

カシタビラメが20Xを占め.1997年にはマナガツオか16X.

ホンこベが12%を占める等,3,仙桟が平RL)化した.
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Flg30)下図はA海域lこおける琳筆のキグチ ンログチ

マナガツオ及U7ンコウ (LoJ)J710nZLSSCltgmLS)の変動を示
した.)990 】992年及び】996年はキ//チq)割合が凱欝で,そ

hそれ83%.67%及び46%であっ1.:｡キ//チの割合の低い

1991 L995年及U1997年にはノロ'/チ (ArByrOSOmuSari,en-

IahLS) マナJJツオ及び7ソコウが比較的結い割合を示L

た｡
FLgJの1-回はB海域における冬季のタチウオ キグチ

ンロ'/チ及びてルアジ (DecG♪ter〝SmOr〟L2dsI)の変動を示

した｡グナウカは28--44%と比較的安rjiIしていたが.キグチ

はL989 1993年に4%と低く.L99liFにL10%,]997年に24%

とit)い上LF変動が湘菅であった.ノログチとマJt'7ジはキ//

チと適に1989年と】993年が耗く,]991年と】997年が低い値を

示した｡

Flg4の下回はB海域における琳孝のキプチ 'Jチウオ

7ソコウ マナガツオ及びソログチの変動を示した｡キ'/チ

は】989年の54%を俄掛こ1993iF-までは最高割合を示したが.

1991年以降は低い伯となった｡タチウオは1994年の57%を除

いて各年において0-1L%q)割缶であった｡キグチとグチウ

オが低下したL995'Lf･-以強はそ1-Lまで5-9%で推移していた

アンコウの割合か7.5くなり 1995年及び】996年にはk17LS割合

の35%及び27%を占めた.マナガツオは】989年から1992年ま

では】-396と低く,1993 1994布は漁獲が無かったが,

1995年から叫び神泉され綿半より高い5%を占め,1997年は

16%であった｡ンログチは調査期1Lilを血じて撫轟はあったが.

その割合は1995年の】3%を除いて】～6%で推移した｡

Flg50)上図はC油i射こおける冬季のタチrLJオ ーFプチ

ソログチ ミナミ7カザエL/(MeLa〃ePJzyoJ'SllIOmL'sonJ)及

びイポJ=/イ (Pse〃o♪SJSmOmala)の変動を示した｡タチウ

オは全期F;;)を過して漁轟があり 1991畔と柑96年を除いた各

年で収耗割合を占めた｡)990年から】995年までは28･-62%と

高い(LEであっIL:が.後半のL996年に8% 1997年はL9%と低

くlJ:った｡キプチは前半の1990年.1992年及び】993年には群t

塵が血かったが L994年から迎椀で細禁があり1994年及び

L997年は18%と13%と二糖mlこ高い許r合を占めた｡シロ//チ

とミナミー/カザエヒもグチウオと同様全期†旨)を泡じて弛幾が

あり,ソロプチは1991咋に20%.】992年に2L%と二番E=こ荊

い割合を占め.ミナミ7カザェL/は1996年に122%と収稀'L.別

合を占めた｡イボダイは1991年以外の各年で漁簾かあり.

1997叫二はタチウオ,キグチに炊く12%を占めた｡

FLg50)下図はC海域における♯筆では/Jチウオ シログ

チ マルアジ ミナミアカサエL/ イポyイ及びキプチが岩石

い割合を示した｡グナウオは1990年,1992年は40%.70%と

孤老に柘かつたが1993年は甜･叢が生く,その後q)3-6%と

低く推移した｡ノログチは余年で1粗度があり.】995年に25%

と最高割合を示したが,当該年以外は0-5%と低かった｡

-(/レアジは 飢半の1990 1992年は3-4%であったが.級

半から次掛こねくなり.1996年に20% 19974--に46%と巌高

官l合を示した｡ミナミアカザエビは199的･を扱いて沖集があ

り 3-7%で推移したか.1996年は15%とマJレアソに次ぐ

巧い､割合を示した.イボダイは後半の1995年より性かずつ漁

塵かあり,1997'i7-に11%をIflめた｡=1-グチは全nlrrllを遜じて

1993年の】年しか汎轟されなかったが.当談年の比料ま】0%

と長治J割合であっ1.:｡

考 察

冬季における各海域の CPUEは全て減少併I句が見られ

た.柑こA Ii海域での減少が大きく,調だ朋rDl中の減少率

は 鞘兼FM雌時に比しそれぞれ約88%及び的79%であった｡

これに対してC鮎域では^ B海域とl司様に減少している

が,その事は約6O%であった.

A海掛こおける減少は.同海域の漁産物月1成においで 前

半に65-78%を占めていたキプチとL2-2t)%りクチウオが.

後半には17-22%及びt)-3%に激減したことが大きな蟹田

であったI

B海域においても,A海域と同様その組成でタチウオとキ

プチが大きな比率を占めた｡しかし.その変動は前半の28-
14%,4-40%から後半の27% 24%と減少した.ただし
その他の魚塊の占める割合も25-JL6%とT.古く,クプウオとキ

グチ以外の租税q)減少も影響したとIL6えられる｡

C海域においではタチウオが1996年の8%を除いてL9-62

%と7,,iい割合を占めており,タチウオの減少が CPUEの減

少に影坪していた｡一力 A B海域に比べて減少率が小さ

かったのはその他の魚礁の割合が26-64%とPL占く.タチウオ

に因る減少を補ったことに困るものと思われる｡

祁李における各海域の CPUEについては.Ai坂城では駄

ほい状態,B C海域では緩やかな減少依向にあるといえろ｡

A海域では冬季と同様前半はキ//チが22-83%を占めてい

たか.後半には3-16%と減少した｡しかし.CPUf:75､冬

季に比して20-25%と小さかったため影野が少なかったもの

とELl.われるB

J3海域ではr)il半はキグチの割合がL5-54%と布く.後半は

0-9%と低くCPUEの減少に彬博している｡後半はキグ

チの嘗l合低下に伴い7ソコウの割合が閃くなったb

C海域では湘盤桝的当初よりA B海域に比して CT'UE

が大きく.減,yほあるものの冬季に比しても上回る結果とな

った｡FIl1半はタチウオの影事が大きく,綾半は-/Dグチ,マ

ルアンの割合が筒くrJ:つた｡

I,1上より.本鞘Ztにおいてためられた CPUEの嫉少は三E

に.キ'/チとタ1ウオの漁獲血の減少に因るものと巧えられ
ら.キプチの大aU魚は惣斐物として,そして小Hl魚はすり身

の脱料となる辞し物として利用されるため 粟シナ海で氏曳

き網漁弟が的まって以来.重要な触健として漁獲されてきた｡

そq)ため近年では魚体q)小型化が汲しく,東シナ海全体での

漁鼻も汲減している7)｡この伏向が一樹蔵まったため.キグ

チり#l成g)TSいA海域の CPUEを大きく低下させ,次いで

割合の7石いB海域の CPUEが低~下したと考えられた.なお.

キグチは4-5月に■ll屈沿岸海域で産卵し,その後爺海や東

シナ掛こ移動して越冬し.2-3月rLqび産卵0)ために中国沿

岸海域へと季節移動すると報告されているH｡木調並でも冬

季の方か#筆より漁姓が多く.海域は巌もFI1回沿岸寄r)で高
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いCPUEが得られた｡

タチウオは5-7月の産卵Xqには中国沿岸や済州鳥西沿FF

海域に生息し.その後沖合いの撫水域に移動するため.3!シ

ナ海全体としては水深4D～60mの没水城での漁舞が多いと報

告されているAl｡しかしながら.本鞘丑では長も搾水城であ

る水襟115mg)C海域における漁集が巌も多かった｡また.

駒漉海域における後半のタチウオの汲塵減少がC海域におけ

る中盤から後半への CPUEの低下の主因と考えられた｡こ

れは近年の中国漁船の沖合いへの進出による漁獲EEの欄DL)に

よるとも考えられ,今後水深の潔い海域におけるタチウオ紫

M.の内釜も必撃であろう｡さらに,B海域では明らかにキ'/

チとタチウオ以外の漁itの減少横内も認められるが.本鞘兼

の範tuでは免鐘を特定することが出来なかった｡当惑海妹に

おけるや狩の把盤をするには,このZI表をれ琵して行い様々

fJ:有用魚fiの変動を把握することが肝事である｡

≠ 幹

本ZI丑に対しご指者頂いたltl北al救世.'d払力IEiいた長崎

AdlJ船長矢B]難朗丑投.乗81且各位及び学生諸氏に謝意を兼

する.
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